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張政遠
（総合文化研究科准教授）

書院教育の可能性を探る

東アジア藝文書院は東京大学の中の唯一の「書院」です。書院教育の目的は、学牛

たちと一緒に古今東西のクラシックスを読みながら、「30年後の世界」に向かって想

像することにあります。しかし、教育の現場は講義棟やオンライン空間だけとは限りま

せん。駒場キャンバス内では、禅堂の「三味堂」や茶室「柏蔭舎」で授業を行ったこ

ともあれば、キャンパスの外では、能面を制作する「北澤木彫刻所」や福島県富岡町

の被災地など学生たちと一緒に r巡礼」したこともあります。また、書院を考えるワ ー

クショップでは、「ナレッジトランスファ ー」や「リカレント教育」を検討していま

す。コロナ禍で奪われた体験学習を取り戻すべく、書院教育のボテンシャルを探りた

いと考えています。
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田中有紀
（東洋文化研究所准教授）

人文学が社会に果たす役割

東アジア藝文書院の社会連携は、寄付者と私たちが、それぞれの知識や技術を共有

しあい、相互に理解を深め、社会において大学がどのような役割を果たせるか、人文

学が世界に対しどのように寄与できるかを常に考えながら進められています。たとえ

ば今年度は、ダイキン工業株式会社を訪問し社員の皆さまと同じ本を読みながら、よ

り良い「空気」について共に考えました。また同じくご支援を頂いている潮田洋一郎

さんには、潮田総合学芸知イニシアティヴ ・ キックオフイベントにご参加いたださ、中

島院長をはじめ、「情」についてメンバ ー との対話を行いました。社会連携によって

培われたも0)は、東アジア藝文書院における教育活動 ・ 研究活動にも還元され、 8々

新しい相乗効果が生まれています。
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柳幹康
（東洋文化研究所准教授）

「藝文学」ユニットの創設

東アジア藝文書院では発足以降、 四つのリサ ー チ ・ ユニット「枇界哲学と東アジ

ァ」「世界文学と東アジア」「世界史と東アジア」「未来社会と環境 ・ 健康」を組み

様々な研究を続けて参りましたが、2022年度はそこに新たに「藝文学」ユニットを加

えることができました。これは潮田総合学芸知イニシアティヴの研究を推進するもの

で、寄付者の潮田洋一郎さんを名誉フェローにお迎えして研究会を開き、人として自

由に生きるための「総合学藝知」を探究しています。これまでダイキン工業様との連

携で取り組んできた「空気の価値化」とともに、「総合学藝知」の構築をU指し皆が

自由に研究しその成果を融合させていくことで、「ともに花する空気」を東アジア褻文

書院から世界に満たしていきたいと願っています。
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朱子学的過去与未来
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「人間」を価値化する
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教育模式的経験与思考
石井剛編
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EAA NOZOMI Collection No. i 
初期植民地台湾における
「漠文」と統治

前野清太朗著
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EAA NOZOMI Collection No.2 
偶然性と実存
—九鬼、メルロ＝ポンティ 會 メイヤスー

田村正責暮
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中島隆博
（東アジア藝文書院院長）

「ともに花する空気ーHuman Co-floweringへ」

2022年度は、東アジア藝文書院(EAA)の第二期を始めることができました。振り

返りますと、前半と後半で大きく様変わりしたように思われます。前半は、相変わらず

新型コロナウィルスに翻弄され、第一期と同様にオンラインを中心とした活動に終始

しました。ところが、後半になりますと、海外の状況が一変し、国際的な交流が徐々に

復活し始めたのです。わたし自身、昨年11月には、マルクス ・ ガブリエルさんがアカ

デミック ・ ディレクタ ーを務めているハンプルクのJhe New Instituteという民間の研

究所に滞在し、世界各地から集ったフェローの方々と対面で交流することができまし

た。ようやくコロナ後の国際交流の視界が開けた思いがいたしました。

今年度、特筆すべきは、潮田総合学芸知イニシアティヴを開始することができたこ

とです。潮田洋一郎さんからのご寄付に支えられた、東アジアの「ア ー ツ」 （総合学

藝知）に対する包括的な理解と新たなアプロー チを探究するプロジェクトです。「藝

文学研究会」を立ち上げ、ほぼ毎月のように対面とオンラインのハイプリッドで議論

を深めることができました。

またその枠組みで、海外の気鋭の学者を招聘することも実現できました。東京カレ

ッジと東アジア褻文書院との連携のもと、延世大学のキム ・ ハン教授を一年間招聘す

ることができたのです。これを合図に、北京大学をはじめとする海外の研究者との交

流という、わたしたちの本来の目的を許実に実現していきたいと思っております。

ダイキン工業様との連携もさらに深まり、11月30日に開催された「ダイキン東大産

学協創フォ ーラム ー「空気の価値化」が創生する未来の社会と技術」では、この間

の成果が一般に公開され、「空気の価値化ビジョン」という小冊子が配布されまし

た。その最後の二頁にわたって、「ともに花する空気—Human Co-floweringへ」

という拙文を掲載していただきましたが、それは東アジア藝文書院の活動から考えた

も())をまとめたものです。今後は英語版、中国語版も出されると聞いております。

この活動報告書をご覧いただきますと、わたしたちが様々な活動を通して、Human

Co-floweringを実現しようと願っている、そののぞみを諒み取っていただけるのでは

ないかと思います。今後とも東アジア藝文書院への温かいご支援とご鞭撻をよろしく

お願い申し上げます。

石井剛
（東アジア藪文書院副院長）

EAA第二期のスタート

今年度は第二期のスタ ー トの年となりました。研究 ・ 教育 ・ 社会連携を三つの柱に

据えた「東アジアからの新しいリベラルア ー ツ」、これが第一期に整ったEAAの骨格

です。おかげさまで、総合文化研究科 ・ 教養学部の運営諮問会議では、駒場における

社会連携の典型事例のひとつとしてEAAが紹介されました。また、北京大学との交換

留学が現地渡航という本来あるべき姿でようやく実現しました。桓例の学術フロンテ

ィア講義「30年後の世界へ」は、2021年度の講義が『私たちは世界の「悪」にどう立

ち向かうか』 （トランスビュ ー）として出版され、今年度の「「共生」を問う」も出版

に向けて準備が進んでいます。学問がその真価を発揮するためにこそ、社会からの負

託に応えることがわたしたちの使命です。どうぞ今後とも温かいご支援を賜りますよう

お願い申し上げます。


















